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工事概要
：　○○建売住宅（1号棟）新築工事

：　宮崎県宮崎市

設計計画

・設計対象構造物 ・備考

支持力の算定

・地盤から決まる許容支持力Ra
αsw 先端翼の支持力係数(=125)

(kN/本) 先端翼付近の平均換算N値
Ap 先端翼の有効断面積(m2)

・杭状地盤補強材の仕様,支持力の算定

・杭状補強材の軸方向力Ra'
A S 軸部の実断面積(mm2) L f t 長期許容引張応力度(N/mm2)

R a '=A S { L f C (1-a-b)} (kN/本) L f C 長期許容圧縮応力度(N/mm2) R C 低減係数

L f C = L f t ×R C (N/mm2) a 継手低減率(1ヶ所につき5%低減) t 軸部の肉厚(mm)

R C =0.8+2.5×{(t-c)/r} ※溶接継手を使用 c 腐食しろ(1mm考慮)

b 長さ径比低減率 r 軸部の半径(mm)

a b

0.05 0.00

べた基礎 ：Ra  =  min( Ra , Ra' )  = MIN( kN　, kN　) ∴ kN/本

・必要本数の算定

負担荷重　＝　Ra　×　計画本数

<

＊地盤調査データはNo.4孔に基づいて検討を行
う。
＊設計GLは調査孔口±0mとする。
＊べた基礎の設計接地圧はσe=20kN/㎡とする。

負担荷
重

(kN)

基礎面積
(m2)

1235.36

156.66 0.960

28

基礎の
設計荷重
(kN/m2)

5.70300

符号

基礎下 4.2101.6

施工部位
鋼管肉

厚
(mm)

50.80

施工部位

基礎下

符号

べた基礎

施工部位
A S

(mm2)
規格

基礎下

符号

べた基礎

べた基礎

工 事 名

建 設 地

Y-20XX.001

基礎設計荷重
(kN/m2)

STK400

L f t

(N/mm2)

木造

基礎面積
(m2)

階数
基礎の
種類

20.00

Ap
(m2)

計画本数
(本)

軸径
(mm)

補強材長
(m)

先端翼
径

(mm)

符号

べた基礎

構造形式

0.0706 44.12

地上2階 ﾍﾞﾀ基礎
55.89

Ra
(kN/本)

15.0

150.39969.11

L f C

(N/mm2)

138.4544.12

R C
継手

箇所数

1

44.12

r
(mm)

t
(mm)
4.2

Ra'
(kN/本)
138.45

判定

1235.36 OK

負担荷重
合計
(kN)

基礎重量
(kN)

55.89 1117.80

計画本
数

(本)

28 20.00
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代表地盤調査結果

鋼管先端深度：L'=5.70m



補強材伏せ図

工法名 Σ-i工法（シグマ－アイ工法）

鋼管杭種 STK400

鋼管杭径 φ101.6m/m

先端羽根径 Dw=300m/m

鋼管先端深度 L'=5.70m

鋼管本数 n=28本 ＊鋼管杭長は、現場状況や地盤状況によって、変更となることが
　あります。


